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生誕 400 年生誕 400 年

三井高利三井高利がが

伝えるもの伝えるもの

三井広報委員会 創立 50 周年記念三井広報委員会 創立 50 周年記念

参考文献：三井文庫編『資料が語る三井
のあゆみ ―越後屋から三井財閥―』（三
井文庫）、賀川隆行（三井文庫）監修『松
阪商人 知恵は富なり』（松阪青年会議所）

作者不詳『駿河町越後屋正月風景図』（三井文庫所蔵）

商いで人々の心を掴んでいく。驚くべきは越後屋開店当時、高利は 52 歳。74
歳でこの世を去るまでの 20 年余りで、江戸の社会に変革を起こしていったのだ。
この冊子では、稀代の商人・三井高利の生涯とその後の三井家、三井グループの
歩みを見つめてみたい。進取の精神に溢れた高利の生き様は、今私達に何を教
えてくれるだろう。

今から 400 年前、「日本資本主義の父」渋沢栄一が誕生する 200 年以上前に、
江戸の経済や商慣習に革新を起こし、「大商人の手本」とまで讃えられた商人
が生まれている。三井高利、現代まで続く三井グループの祖である。
高利が生きたのは、戦乱の気配が徐々に遠ざかり、江戸の町人文化が花開いて
いった時代。高利が開いた「越後屋」は、時流を読み、過去に類を見ない新しい
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三
井
で
は
、時
代
の
う
ね
り
の
中

で
も
家
を
絶
や
さ
ず
、事
業
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
、江
戸
時
代
よ
り

記
録
と
保
存
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。
三
井
高
利
の「
越
後
屋
」
創
業

か
ら
二
三
〇
年
後
の
明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
は
、膨
大
な
史
料
を

整
理
し
、三
井
の
歴
史
を
編
む
た
め

の「
三
井
家
編へ
ん

纂さ
ん

室
」
を
発
足
。
そ

れ
が
現
在
の「
三
井
文
庫
」
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
三
井
文
庫
で
は
、越
後

屋
が
営
む
呉
服
業
や
金
融
業（
両
替

商
）
を
は
じ
め
、近
世
の
三
井
の
事

業
に
関
す
る
史
料
や
、明
治
以
降
の

三
井
系
企
業
の
経
営
史
料
な
ど
、合

計
十
万
点
以
上
を
保
存
し
、調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

記
録
か
ら
は
、時
代
の
変
化
に
即
応

し
な
が
ら
、事
業
を
守
り
発
展
さ
せ

て
い
く
過
程
な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
近
世
・

近
代
に
わ
た
っ
て
続
く
詳
細
な
経
営

の
記
録
は
、世
界
的
に
も
稀
少
な
存

在
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

世
界
的
に
も
稀
少
な

経
営
の
記
録

史料が語る三井高利
｜三井家　略系図｜ 江戸時代の商慣習に革新をもたらし、現代まで続く三井グループの礎を築いた 

三井高利。三井の事業に関わる膨大な史料の保存・研究に取り組む「公益財団 
法人三井文庫」の下

し も

向
む か

井
い

紀彦さんに、史料から見えてくる三井高利の姿を聞いた。

　

そ
ん
な
三
井
家
の“
元
祖
”
と
さ
れ

る
の
が
三
井
高
利
で
す
。
元
々
は
武

士
の
家
系
で
、祖
父
の“
家
祖
”
高
安

が
近
江（
滋
賀
県
）
か
ら
伊
勢
へ
と
居

を
移
し
、父
・
高
俊
の
代
で
松
坂
へ
と

移
り
住
み
ま
す
。
夫
婦
で
質
屋
と
酒
・

味
噌
の
小
売
店
を
営
み
ま
す
が
、高
俊

は
商
売
に
か
ら
っ
き
し
関
心
が
な
く
、

高
利
が
十
二
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
為
、母
・
殊し
ゅ

法ほ
う

が
専
ら
店
の
切

り
盛
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
文
献
に

よ
れ
ば
殊
法
は
大
変
な
商
売
上
手
で
、

高
利
の
の
ち
の
活
躍
も
母
の
薫く
ん

陶と
う

の

賜た
ま

物も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
利
が
何
を
考
え
、ど
の
よ
う
に

行
動
し
た
の
か
は
、彼
の
息
子
た
ち

が
折
に
触
れ
て
書
き
残
し
た
文
献
か

ら
知
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
三
男
・
高
治
の
記
し
た『
商
売
記
』

に
は
、高
利
の
言
葉
と
し
て「
遊
芸
に

気
を
入
申
事
無
之
、一
生
商
の
道
楽

に
思
召
候
事
」（
遊
芸
に
入
れ
こ
ま

ず
、生
涯
商
売
を
楽
し
み
と
思
う
こ

と
だ
）
と
あ
り
、商
売
に
対
す
る
高

利
の
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。
高
利
は

「
商
い
を
唯
一
の
楽
し
み
に
」

親
子
で
築
い
た
三
井
の
礎

共に三井家の「元祖」と称される、高利と妻・かね。これは高利没後の享保 16 年（1731）に制作されたもので、柔
和な表情が印象的。「商人の理想」の姿として描かれたともいわれる（三井文庫所蔵）

晩年は松坂から京都に居を移した高利。京都市左京区の真
如堂には高利夫妻をはじめ、三井各家累代の墓、越後屋奉公
人 2321 名の戒名を彫り込んだ供養塔も建てられている

三井文庫  主任研究員

下向井紀彦 さん

五
二
歳
で
越
後
屋
を
開
い
た
後
も
江

戸
や
京
都
の
店
は
息
子
た
ち
に
任
せ
、

自
ら
は
松
坂
と
京
都
を
行
き
来
し
な

が
ら
、高
利
の
元
に
集
ま
る
情
報
を

分
析
し
、的
確
な
指
示
を
下
し
て
い

き
ま
し
た
。「
現
金
掛
け
値
な
し
」

を
は
じ
め
と
す
る
新
商
法（
Ｐ
14
）
は
、

当
時
の
江
戸
の
商
慣
習
を
が
ら
り
と

変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
画
期
的
な
も

の
で
し
た
が
、そ
の
陰
に
は
優
れ
た

息
子
た
ち
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、高
利
の
死
後
も
彼
ら
が
結

束
し
て
、父
以
来
の
事
業
と
財
産
を

継
承
し
、三
井
の
経
営
を
ま
す
ま
す

盛
り
立
て
て
い
く
の
で
す
。

1983 年生。広島県
出身。専門は近世流
通経済史。主に三井
越後屋の仕入・販売・
宣伝や、三井越後屋
の商品仕入れからみ
た三都と地方との流
通などについて研究
している。

公益財団法人 三井文庫　東京都中野区上高田 5-16-1　TEL 03-3387-9431

解 説

高利夫妻像

はじめに

高た
か

安や
す

高た
か

俊と
し

重し
げ

俊と
し

高た

か

利と

し

高た
か

勝か
つ

き
よ

高た
か

春は
る

か
ち

よ
し

牛う
し

之の

助す
け

七し
ち

郎ろ
う

次じ

み
ね

高た
か

伴と
も

高た
か

好よ
し

高た
か

治は
る

高た
か

富と
み

高た
か

平ひ
ら

安や
す

長な
が

（
他
家
養
子
）

（
早
世
）

（
早
世
）

（
早
世
）

（
早
世
）

高た
か

久ひ
さ

松

か
ね

弘ひ
ろ

重し
げ

（
他
家
養
子
）

俊と
し

次つ
ぐ

（
釘
抜
三
井
家
）

殊し
ゅ

法ほ
う
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豪
商
達
は
早
飛
脚
を
仕
立
て
て
半
分

以
下
の
日
数
で
情
報
を
得
て
い
た
と

い
う
。「
例
え
ば
江
戸
で
大
火
事
が

起
こ
っ
た
と
か
、浅
間
山
が
噴
火
し

た
と
か
、各
々
が
情
報
を
持
ち
寄
っ

て
、松
坂
に
い
な
が
ら
に
し
て
遠
く

江
戸
の
最
新
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
い
ま
し
た
。
三
井
高
利
の
活
躍
の

　

氏
郷
に
よ
り
繁
栄
の
基
礎
が
整
っ

た
松
坂
は
、江
戸
時
代
に
は
徳
川
御
三

家
の
紀
州
藩
領
と
な
る
。
伊
勢
参
り

の
流
行
時
に
は
、数
カ
月
で
五
百
万

人
も
の
旅
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。
松

坂
商
人
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
旧
長
谷

川
治
郎
兵
衛
家
の
松
本
吉
弘
館
長
は

「
松
坂
に
集
う
人
・
も
の
・
金
、そ
し

て
情
報
。
こ
れ
ら
を
基
礎
に
、最
盛
期

に
は
五
〇
軒
も
の
豪
商
の
屋
敷
が
軒

を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
文
人

墨
客
へ
の
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、池

い
け
の

大た
い

雅が

や
曾そ

我が

蕭し
ょ
う

白は
く

な

ど
の
一
流
の
絵
師
達
が
滞
在
し
、数
々

の
作
品
を
残
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

当
時
、江
戸
・
松
坂
間
の
手
紙
の
や

り
取
り
は
一
週
間
程
度
か
か
っ
た
が
、

背
景
に
は
こ
う
し
た
豪
商
達
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
で
す
。
三
井

家
の
屋
敷
は
残
念
な
が
ら
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、長
谷
川
家
や
小
津
家

と
い
っ
た
豪
商
の
住
ま
い
は
今
も
見

学
が
可
能
で
す
。
松
阪
を
訪
れ
た
ら
、

商
都
と
し
て
の
歴
史
に
も
ぜ
ひ
触
れ

て
み
て
下
さ
い
」

高
利
が
半
生
を
過
ご
し
た
松
坂

三
井
高
利
が
生
ま
れ
、七
〇
余
年
に
及
ぶ
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
過
ご
し
た
街
・
松
坂
。

高
利
が
生
き
た
時
代
の
松
坂（
松
阪
）
と
は
ど
の
よ
う
な
街
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

街
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
史
跡
と
共
に
紹
介
し
よ
う
。

間口 49m、奥行き 100m という敷地に、大き
な池泉を擁する旧長谷川治郎兵衛家。うだ
つの上がった屋根や黒漆喰の土蔵が、往時
の松坂商人の繁栄ぶりを伝える。長谷川家
は高利の「越後屋」と同時期に、江戸大伝馬
町に松阪木綿を扱う「丹波屋」を開店した

旧長谷川治郎兵衛家
旧小津清左衛門家
原田二郎旧宅

館長　松本吉弘さん

　

江
戸
時
代
、三
井
高
利
を
は
じ
め
、

多
数
の
豪
商
を
輩
出
し
た
松
坂
。
そ

の
礎
を
築
い
た
の
が
戦
国
武
将
の

蒲が
も
う生
氏う

じ

郷さ
と

だ
。
織
田
信
長
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、信
長
の
娘
を
妻
と
し
た
氏

郷
。南
伊
勢
十
二
万
石
の
領
主
と
な
っ

た
氏
郷
は
天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）、

こ
の
地
を「
松
坂
」
と
名
付
け
、“
近

江
商
人
発
祥
の
地
”
と
さ
れ
る
郷
里
・

日
野（
滋
賀
県
日
野
町
）
や
伊
勢
大

湊
な
ど
か
ら
多
く
の
商
人
を
移
住
さ

せ
た
。
ま
た
、街
の
中
心
に
伊
勢
街

道
を
通
し
、誰
で
も
自
由
な
商
い
が

で
き
る「
楽
市
楽
座
」
を
推
進
し
た
。

伊
勢
街
道
が
も
た
ら
し
た

商
都
繁
栄
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

伊勢街道と松坂城跡へと続く大手通りの交差点に建つ、三
井家発祥地。高い塀に囲まれ、敷地内には記念碑（❶）や高
利が産湯に使ったとされる井戸（❷）、高利の祖父、父、二人
の兄の供養碑が残されている。鍵を管理するのは造園業を
営む濵口直

な お

嗣
つ ぐ

さん（❸）。「松阪の人々は街を愛する気持ち
が強く、江戸時代、橋の下で一夜を過ごす旅人にも、食事を
振舞ってもてなしたといいます。三井家発祥地を地元の人
達も大切にしており、私の祖母の時代には大改修が行われ
ました。現在も私達が掃除や管理を引き継ぎ、この場所を
守っています」

三井家発祥地

蒲生氏郷が松坂城の鬼門除けに移築した御
み

厨
くりや

神社
の本殿脇には、東京都墨田区の三圍神社から分霊を
受けた三圍稲荷神社が建つ。自宅の屋敷神として
崇敬した三井家により、自宅からこちらに遷された。

三
み

囲
めぐり

稲荷神社

松阪の特産品であり、江戸時代は
「伊勢木綿」の名で評判を集めた松
阪木綿。美しい縞模様は「松阪（松
坂）縞」と呼ばれ、こちらでは反物
や小物、洋服などを種類豊富に揃う。

松阪もめん
手織りセンター

第 1 章

三井高利の生涯

A

C

B

松阪市本町 2214

松阪市本町 2304 御厨神社境内

旧長谷川治郎兵衛家　松阪市魚町 1653

松阪市本町 2176
松阪市産業振興センター 1F　

❸ ❷

❶

第 1 章　三井高利の生涯
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旧小津清左衛門家

阪
内
川

旧長谷川
治郎兵衛家濵口

農園

JR松阪駅
近鉄松阪駅
JR松阪駅
近鉄松阪駅

御城番
屋敷

かつて城下町であった一帯には、蒲生氏郷の区画した、戦国時代の町割りの面
影が残されている。表通りに面した町家の裏側に造られた下水溝「背割排（下）
水」は、現在雨水の排水路として活用されている。

背割排水F

はるか頭上にそびえる石垣が、往時の堅
牢さを想像させる松坂城跡。二ノ丸から
は、町を一望する絶景を楽しむことがで
きる。桜や藤など花の名所としても知ら
れている。

松坂城跡E

松阪市殿町

松坂市街のいたる所で見
つけられるジグザグの道
も、蒲生氏郷時代のもの。
道の先を見通しにくくす
ることで、有事の際に街
を守るための工夫であっ
たと考えられている。

のこぎり状の
街並みH

❶／松阪市を代表する桜の名所とし
ても知られる松坂城跡。敷地内には
松阪を舞台とする梶井基次郎『城の
ある町にて』の文学碑が建つ　
❷／三ノ丸には城の警護を行った
20 家の武士が暮らした御城番屋敷
が連なる

第 1 章　三井高利の生涯

❷

❶

B
A

C

D

E

G
F

H

D
創建は永正 8 年（1511）。松
坂の豪商らの菩提寺として
知られる来迎寺は天正 16
年（1588）、蒲生氏郷による
松坂城築城に伴い、現在の
地に。本堂は国の重要文化
財に指定されている。

来
ら い

迎
ご う

寺
じ

松阪市白粉町 512　

和歌山街道の起点には、「左 さんぐう道」「右 わかやま道」
と刻まれた石碑が建つ。神宮へ向かう伊勢街道と、松坂
を治める紀州徳川家の本拠へと続く道。重要な道路の分
岐点であったことが分かる。

日野町の道標G

松阪市日野町 583
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で
売
る
際
の
販
売
価
格
も
考
慮
し
て

高
値
で
は
売
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、客

に
よ
っ
て
売
掛
金（
ツ
ケ
）
の
支
払

い
の
方
法
を
変
え
る
な
ど
、多
種
多

様
な
江
戸
の
客
に
合
わ
せ
た
商
い
を

展
開
。
兄
よ
り
も
優
れ
た
手
腕
を
見

せ
た
と
い
う
。
店
を
任
さ
れ
た
当
初
、

銀
百
貫
目
弱
で
あ
っ
た
店
の
現
金
は
、

八
年
後
に
は
千
五
百
貫
目
に
。
だ
が
、

江
戸
に
財
産
と
し
て
の
住
居
を
持
ち
、

商
売
も
い
っ
そ
う
軌
道
に
乗
っ
て
い

く
中
、故
郷
の
兄
・
重
俊
の
突
然
の

訃
報
に
接
す
る
。
高
利
は
重
俊
に
か

わ
っ
て
母
を
支
え
る
為
に
帰
郷
。
江

戸
に
携
え
た
十
両
分
の
木
綿
は
、そ

れ
を
元
手
に
利
殖
し
た
結
果
、銀

千
五
百
貫
目
の
財
産
に
な
っ
て
い
た
。

　

な
お
、帰
郷
前
に
高
利
は
自
ら
の

後
釜
と
な
る
支
配
人
を
、飯
炊
き
を

務
め
て
い
た
庄
兵
衛
に
任
せ
る
こ
と

に
。
高
利
が
抜
擢
し
た
庄
兵
衛
は
ま

す
ま
す
店
を
繁
盛
さ
せ
、「
越
後
屋

庄
兵
衛
」
と
し
て
兄
・
俊
次
の
店
を

支
え
た
。

　

慶
安
二
年（
一
六
四
九
）、二
八
歳

で
故
郷
・
松
坂
に
戻
っ
た
高
利
は
、

そ
の
年
に
地
元
の
名
家
・
中
川
家
の

長
女
・
か
ね
と
結
婚
。
江
戸
で
貯
め

た
資
金
を
元
手
に
金
融
業
を
始
め
た
。

松
坂
を
治
め
る
紀
州
徳
川
家
と
い
っ

た
大
名
を
得
意
先
と
し
た
他
、領
内

の
村
々
に
年
貢
代
金
の
立
て
替
え
を

行
う
郷ご
う

貸
し
な
ど
も
行
い
、着
実
に

資
金
と
信
用
を
増
や
し
て
い
く
。
ま

た
、高
利
の
姉
や
叔
母
達
が
嫁
い
だ

地
域
の
豪
商
を
は
じ
め
、近
隣
の
豪

商
と
も
取
引
を
行
い
、地
縁
血
縁
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
っ
た
。

　

当
時
の
高
利
の
経
営
手
腕
を
物
語

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
伊
勢
の
大

名
・
藤
堂
家
に
米
三
千
石
に
相
当
す

る
二
〇
四
四
両
を
貸
し
付
け
た
際
の

こ
と
、貸
付
け
の
際
の
米
相
場
は
一

石
＝
銀
三
四
～
三
五
匁
で
あ
っ
た
が
、

翌
年
に
は
銀
六
〇
～
七
六
匁
ま
で
上

昇
。
こ
の
こ
と
で
、高
利
は
二
倍
近

く
の
利
益
を
得
た
。
米
価
の
相
場
を

読
み
、安
い
時
に
貸
付
け
を
行
い
、高

い
時
に
返
却
を
し
て
も
ら
う
。「
こ

う
し
た
工
夫
は
常
人
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
」
と
三
男
・
高
治
は

伝
え
て
い
る
。

　

金
融
業
に
注
力
す
る
傍
ら
高
利
は

長
男
・
高
平
、次
男
・
高
富
、三
男
・

高
治
と
、息
子
達
が
十
五
歳
に
な
る

と
江
戸
の
兄
・
俊
次
の
店
で
商
い
を

学
ば
せ
た
。
当
時
の
江
戸
は
明
暦
三

年（
一
六
五
七
）
の
大
火
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
後
の
復
興
や
、隅
田

川
以
東
の
開
発
も
進
み
、拡
大
を
続

け
て
い
る
頃
。
息
子
達
と
は
常
日
頃

か
ら
文
の
や
り
取
り
を
行
い
、最
新

の
江
戸
の
情
報
を
仕
入
れ
続
け
た
の

だ
ろ
う
。

　

金
融
業
で
蓄
え
た
資
金
、長
兄
・

俊
次
の
も
と
で
鍛
え
ら
れ
た
三
人
の

息
子
た
ち
、そ
し
て
、日
々
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
続
け
た
江
戸
の
情
報
。
こ
う

し
た
条
件
を
整
え
た
高
利
は
兄
・
俊

次
が
死
去
し
た
一
六
七
三
年
、つ
い

に
念
願
の
江
戸
出
店
に
向
け
て
動
き

出
す
の
で
あ
る
。

江
戸
開
店
を
見
据
え
、
力
を
溜
め
た
二
〇
余
年

駆
け
抜
け
た
生
涯

商
い
を
楽
し
み
に
―
。

こ
こ
か
ら
は
三
井
高
利
の
人
生
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

高
利
と
同
時
代
に
生
き
た
作
家
・
井
原
西
鶴
か
ら「
大
商
人
の
手
本
」

「
世
の
重
宝
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
、日
本
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
大
商
人
は

い
か
に
し
て
生
ま
れ
、ど
の
よ
う
な
活
躍
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

四
男
四
女
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま

れ
、幼
い
頃
か
ら
商
売
上
手
の
母
の
薫

陶
を
受
け
た
高
利
。
十
両
分
の
木
綿

を
持
た
さ
れ
て
、十
四
歳
で
初
め
て

江
戸
に
出
る
。
当
時
、長
兄
の
俊
次

は
す
で
に
江
戸
・
日
本
橋
に
呉
服
店

な
ど
三
店
を
構
え
自
ら
は
京
都
で
仕

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、江
戸
の
店
は
す

ぐ
上
の
兄
・
重
俊
が
任
さ
れ
て
い
た

（
※
）。
重
俊
の
下
で
働
き
始
め
た
高

利
は
、持
ち
前
の
勤
勉
さ
と
母
譲
り
の

商
才
を
見
せ
、め
き
め
き
と
頭
角
を
現

し
て
ゆ
く
。
二
〇
歳
の
頃
に
は
、母
を

支
え
る
為
に
帰
郷
す
る
重
俊
の
代
わ

り
に
店
を
任
さ
れ
る
ま
で
に
。
地
方

か
ら
仕
入
れ
に
来
た
商
人
に
は
、国く
に

許も
と

多
種
多
様
な
客
を
前
に
、
商
い
の
感
性
を
磨
く

※高利の 2 番目の兄・弘重は幼い頃に他家に養子に出された

（
角
屋
）

（
角
屋
）

（（
一
、
一
、小
判
十
両
）　（
出
し
）

小
判
十
両
）　（
出
し
）

（
霜
月
晦
日
）

（
霜
月
晦
日
）

（
荒
木
）

（
荒
木
）

（（
一
、
一
、小
判
卅
壱
両
壱
分
）　

小
判
卅
壱
両
壱
分
）　   

   

  

（
渡
し
）

（
渡
し
）

（
霜
月
晦
日
）

（
霜
月
晦
日
）

（
小
野
田
）

（
小
野
田
）

（
一
、卅
五
両
）

（
一
、卅
五
両
）      

      

　（
渡
し
）

　（
渡
し
）

さ
ん
じ
ゅ
う

さ
ん
じ
ゅ
う

（
同
日
）

（
同
日
）

こちらの家紋は、三井家が武家であった頃から用いられてきた「四ツ
目結」。近江の佐々木六角氏と同じ紋である。「越後屋」の屋号は、
高利の父である高俊の代から用いており、これは祖父・高安が「越後
守」を名乗っていたことに由来する

1414
高 

利       

歳
～

　
高
利
、
江
戸
へ

2828
高 

利       

歳
～

　
松
坂
で
の
雌
伏

第 1 章　三井高利の生涯

松坂時代の高利を垣間見
ることができる 40 代末
頃の直筆の帳簿。現存す
る三井の経営帳簿として
は最古のもので、寛文 9
年（1669）からの商取引が
記されている。史料内の
こちらに記された小野田
家・角屋・荒木家はいず
れも松坂の豪商で、高利
が商人として大きな力を
持っていたことが分かる

（三井文庫所蔵）

万
よろず

借
か り

帳
ちょう
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江戸東京博物館（令和 7 年度中まで休館予定）に展示されている三井越後屋江戸本店の模型。間口 9 尺（約 2.7m）、従業員数 13 名から始まった越後屋。
1700 年代半ばの最盛期には、本店の間口は 36 間（約 65m）、従業員数は 200 名を超えていたという

　

息
子
達
だ
け
で
な
く
、手
代（
※
１
）

達
も
兄
・
俊
次
の
店
で
経
験
を
積
ま

せ
た
高
利
は
延
宝
元
年（
一
六
七
三
）、

満
を
持
し
て
江
戸
・
本
町
一
丁
目（
※

２
）
に「
越
後
屋
」
を
開
店
。
同
時
に
、

京
都
に
も
呉
服
の
仕
入
店
を
開
い
た
。

長
男
・
高
平
は
京
都
で
の
仕
入
れ
を
、

次
男
・
高
富
と
三
男
・
高
治
に
は
江

戸
の
店
を
任
せ
、自
身
は
松
坂
と
京
都

を
行
き
来
し
な
が
ら
指
示
を
下
し
た
。

　

よ
う
や
く
江
戸
出
店
に
こ
ぎ
つ 

け
た
高
利
だ
っ
た
が
、開
業
当
初
、店

頭
に
並
べ
ら
れ
た
商
品
は
箪
笥
の
三

分
の
一
ほ
ど
。
残
り
の
棚
は
親
類
か

ら
借
り
た
商
品
で
埋
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、

江
戸
で
開
店
し
た
ば
か
り
の
越
後
屋

に
は
当
然
武
家
な
ど
の
得
意
先
は
ま

だ
な
く
、小
売
店
や
行
商
人
な
ど
を

相
手
に
し
て
い
た
。

　

高
利
は
奉
公
人
達
の
商
売
上
・ 

生
活
上
の
注
意
事
項
を『
諸し

ょ

法は
っ

度と

集
』

に
ま
と
め
、奉
公
人
の
規
律
を
徹
底
。

江
戸
の
商
い
を
変
え
た
、

現
金
掛
け
値
な
し

5252
高 

利       

歳
～

　
越
後
屋
開
店

利
の
公
正
で
奉
公
人
を
大
切
に
す
る

姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

従
来
は
顧
客
の
注
文
を
受
け
て
か

ら
仕
入
れ
る
の
が
呉
服
販
売
の
常
で

あ
っ
た
が
、通
常
の
価
格
よ
り
安
く

仕
入
れ
ら
れ
る
商
品
が
あ
れ
ば
客
か

ら
の
注
文
を
待
た
ず
に
大
量
に
仕
入

れ
、さ
ら
に
他
店
が
目
を
向
け
な
い

よ
う
な
格
落
ち
の
商
品
さ
え
も
残
ら

ず
買
い
付
け
た
。
そ
し
て
、江
戸
の

町
人
を
相
手
に
安
く
販
売
し
、売
れ

残
っ
た
商
品
は
質
屋
に
預
け
て
現
金

化
し
た
の
で
あ
る
。
京
都
の
商
人
達

は
一
度
に
多
く
の
商
品
を
仕
入
れ
て

く
れ
る
越
後
屋
を
あ
り
が
た
が
り
、

ま
た
江
戸
の
庶
民
も
安
く
呉
服
を
購

入
で
き
る
越
後
屋
に
好
印
象
を
持
っ

た
。
こ
う
し
て
江
戸
・
京
都
で
着
実

に
信
用
を
積
み
重
ね
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、松
坂
の
特
産

品
で
あ
る
木
綿
を
大
量
に
仕
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
、地
元
な
ら
で
は
の

強
み
も
高
利
は
持
っ
て
い
た
。
遠
目

か
ら
見
れ
ば
無
地
に
見
え
る
と
い
う

そ
の
内
容
は
武
士
に
対
す
る
掛
売
り

の
禁
止
や
、住
み
込
み
の
奉
公
人
の

小
遣
い
の
使
い
方
に
至
る
ま
で
多
岐

に
わ
た
っ
た
。
他
方
で
、優
れ
た
働

き
を
し
た
奉
公
人
に
は
褒
美
を
与
え
、

ま
た
、慰
労
の
た
め
に
奉
公
人
の
故

郷
の
産
物
を
取
り
寄
せ
て
事
あ
る
ご

と
に
食
事
に
供
す
る
な
ど
、奉
公
人

に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
心
配
り
を

見
せ
た
。
の
ち
に
越
後
屋
の
繁
盛
ぶ

り
を
快
く
思
わ
な
い
同
業
者
か
ら
の

妨
害
工
作
を
受
け
た
際
に
も
、こ
れ

に
屈
せ
ず
、店
が
一
丸
と
な
っ
て
乗

り
切
れ
た
背
景
に
は
、こ
う
し
た
高

※１　店を取り仕切る番頭と、見習いの丁稚（でっち）の間の使用人　※ 2　現在の日本銀行本店（東京都中央区）の一画

評
判
を
呼
ん
だ
新
商
法

妨
害
と
の
闘
い
の
日
々

第 1 章　三井高利の生涯

｜「諸法度集」より一部抜粋｜

・手代から下男にいたるまで、身元保証人のいない者は雇っ
てはならない。初めての者を数日置いて試用するのはかま
わない。試用期間の長い者には早々に雇用契約を結ぶこと。

・手代らのうち、油断なく精を出して働いた者を半年ごとに
報告せよ。1～ 2年その働きぶりの変わらなかった者に
は褒美を取らせる。

・手代らは互いに喧嘩しないようにせよ。もし喧嘩した場合、
年長者がこらえてその場をおさめよ（後略）

・屋敷への売掛（ツケ）を行わないようにせよ。前売（店頭販
売）の担当者が店頭で売掛に応じた場合、担当者の小遣い
から差し引きする（後略）

・衣類は木綿着物・木綿帯以外着用してはならない。たし
なみとして持っていたとしても絹の古着を 2着、袷を 1着
程度で、それ以外は持ってはならない。木綿着も目立つよ
うにしてはならない。

・小遣いは規定以上に使用してはならない。やむを得ず特別
必要なときは相談し支配人の許可を得た上で支出すること。

・手代らは店内で毎月1日・15日・28日の2・3回、夜に町売・
脇売・前売に関する会議をすること。平日も雨の夜などに、
毎月三度ほど会議をすること。
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顧客の家に反物の見本を持って
一軒一軒足を運ぶ

「
松
坂
縞
」
は
、粋
な
柄
と
し
て
江

戸
っ
子
の
心
を
つ
か
む
。
高
利
の
成

功
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
に
、江
戸

の
街
の
拡
大
と
共
に
庶
民
の
生
活
が

少
し
ず
つ
豊
か
に
な
り
、日
常
の
衣

類
に
も
気
を
配
る
余
裕
が
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
時
流
に
乗
っ
て
、越
後
屋
は
江
戸

庶
民
と
い
う
新
し
い
客
層
の
ニ
ー
ズ

を
つ
か
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

延
宝
四
年（
一
六
七
六
）、越
後
屋
は

本
町
二
丁
目
に
早
く
も
二
店
舗
目
を

出
店
。
そ
し
て
、こ
の
店
で「
現
金
掛

け
値
な
し
」
と
い
う
画
期
的
な
商
法

（
図
を
参
照
）
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

越
後
屋
の
新
商
法
は
瞬
く
間
に
江

戸
中
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、大

勢
の
客
で
賑
わ
う
よ
う
に
。
だ
が
、

同
時
に
越
後
屋
は
同
業
者
に
よ
る
嫌

が
ら
せ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
呉
服
屋
仲
間
か
ら
外
さ
れ
、江

戸
の
全
て
の
店
と
の
取
引
が
中
止
に
。

店頭での販売。一度に大勢の客を
相手にできる

仕入店で大量に買い付けた商品を
店頭で手に取って見られる

半端な分量でもその場で手に入る。
また、希望に応じた仕立てや加工もすぐに行える

その場で現金精算ができる。店側も売上げを
すぐに次の買付け資金に回せる

その場で精算する店側も
管理の手間がかからず、

その分商品の価格を安く設定できる

｜「現金掛け値なし」の画期性｜

	 従来 	 現金掛け値なし

手に持てるだけの限られた反物の中から
客は気に入ったものを選ばなければならない

購入が決まった段階で産地に注文を出すため、
納品までに時間を要する

支払いは、盆・暮れの年に二度だけ。
納品の段階では支払いができない

集金に人手が取られる他、集金日が近づけば
売掛金の確認、集金後には帳簿の整理に膨大な
時間・労力がかかる。そして、その手数料も
商品に上乗せするため、高額になる

い
っ
た
。
し
か
し
、三
井
の
評
判
は
す

で
に
江
戸
の
大
名
に
も
届
い
て
お
り
、

長
男
・
高
平
が
幕
府
の「
御お

納な
ん

戸ど
は
ら
い払

方か
た

御ご

用よ
う

」（
※
４
）
を
拝
命
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
妨
害
は
ぴ
た
り
と
収

ま
っ
た
。
江
戸
開
店
か
ら
十
四
年
も

の
間
、越
後
屋
は
辛
抱
強
く
耐
え
続
け

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

駿
河
町
移
転
は
、呉
服
店
の
繁
盛

以
外
に
、も
う
一
つ
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
だ
っ
た
。
本
店
に
併
設
し

て
、両
替
商
も
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
両
替
商
と
し
て
も
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）、高
平
と
四
男
・
高
伴

の
名
で
御
用
を
承
る
こ
と
に（
※
５
）。

呉
服
店
と
両
替
商
、こ
の
二
つ
が
越
後

屋
の
両
輪
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
四

年
後
、高
利
は
七
四
年
の
生
涯
を
終
え

る
。
こ
の
時
、両
替
商
は
江
戸
・
京
都
・

大
坂
に
三
店
、呉
服
店
は
比
較
的
安
価

な
木
綿
を
専
門
に
扱
う
店
ま
で
含
め

る
と
三
都
併
せ
て
八
店
を
構
え
、越
後

屋
の
資
産
は
七
万
二
千
両
余
り
に
達

し
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
の
国
家
予

算
に
あ
た
る
幕
府
の
歳
入
の
六
％
を

占
め
、わ
ず
か
一
代
で
築
く
資
産
と
し

て
は
途
方
も
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

方
々
に
詫
び
て
回
っ
た
が
、相
手
に

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
京
都
で
の

仕
入
先
に
も
手
を
回
さ
れ
取
引
を
中

断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、幸
い
事

情
を
理
解
す
る
取
引
先
は
変
わ
ら
ず

商
品
を
納
め
て
く
れ
た
。
手
代
の
引

き
抜
き
工
作
を
諮は
か

ら
れ
た
際
に
は
結

束
し
て
乗
り
越
え
た
が
、越
後
屋
の

台
所
に
向
け
て
雪せ
っ

隠ち
ん（

ト
イ
レ
）
を

構
え
、汚
物
を
台
所
に
流
し
込
ま
れ

た
際
に
は
さ
す
が
に
閉
口
し
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、越
後
屋
は
本
町
の
二

店
を
合
併
し
、駿
河
町（
※
３
）
に
移

転
。
同
業
者
に
は
気
付
か
れ
な
い
よ

う
極
秘
裏
に
準
備
を
進
め
た
と
い
う
。

　

駿
河
町
の
店
は
本
町
時
代
以
上
の

客
が
詰
め
か
け
る
よ
う
に
。
そ
の
様

子
は「
千
里
の
野
に
虎
を
放
っ
た
か
の

よ
う
な
勢
い
で
あ
っ
た
」（『
商
売
記
』）

と
い
う
。
だ
が
、同
業
者
に
よ
る
妨
害

は
な
お
も
続
き
、風
体
の
怪
し
い
浪
人

を
徘
徊
さ
せ
る
、石
火
矢
を
仕
掛
け
る

噂
を
街
に
流
す
、奉
行
所
に
悪
し
き
噂

を
訴
え
る
な
ど
、さ
ら
に
過
激
化
し
て

越後屋が最盛期を迎えた江戸中期に描かれた歌川豊春『浮絵駿河町呉服屋図』（三重県総合博物館所蔵）。100 畳を超える広々とした店内。高い天井か
らは生地の見本や、売り場を担当する手代の名前と思われる札が吊るされている

本
町
か
ら
駿
河
町
へ

幕
府
御
用
を
拝
命

上／江戸市中には「越後屋」の屋号を
名乗る店が少なくなく、高利は他店と
差別化するため独自の紋を採用した。
それが、「丸に井桁三」と呼ばれる、こ
ちらの紋である。この三井を象徴する
紋を基とするマークは、現在も三井グ
ループ内の企業で用いられている　
左／江戸時代に使われた木製の看板。

「現銀無掛直（現金掛け値なし）」の文
字が記されている。「江戸の金遣い」
と言われるように江戸では主に金貨を
用いていた。江戸の店の看板に「現金」
でなく「現銀」と表記されている理由
についてははっきりしない

※３　現在の三越日本橋本店の一画　※４　将軍からの下賜品の調達を行う役目。のちに越後屋は、「御納戸元方御用」（将軍の衣服の調達）も拝命する
※５　大坂で預かった幕府の公金を、為替を組んで、納期までに江戸で納める役目

第 1 章　三井高利の生涯
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高
利
が
遺
し
た
言
葉
た
ち

自
身
の
考
え
や
経
営
観
を
ほ
と
ん
ど
書
き
残
さ
な
か
っ
た
高
利
だ
が
、そ
の
言
行
は

三
男
・
高
治
の
著
し
た『
商
売
記
』
の
な
か
に
書
き
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

高
利
は
日
々
何
を
考
え
、ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
一
部
を
見
て
み
よ
う
。

平和への感謝
天下様（幕府）への恩を決して忘れてはならない。

どのような商売を行っていても、乱世では金銀荷

物が通用しない。家を建てる際に、まず一番に地

形が確かでなければならないのと同様である。

人は不動明王のように表向きを厳しく

し、内心は慈悲心で溢れているのが望ま

しい。高利自身、そのように心がけ、手

代や子ども達をたびたび叱り、理解する

まで言って聞かせた。大概一通り言っ

ても理解できない者は、言っても苦労す

るだけなのでそれきりにすること。

「商いの手」とは
越後屋の売上げが徐々に増え、京都での仕入額も多額になっていった頃、多くの従業員が「勢州（松坂）

でも資金調達を行ってはどうか」という献策を高利に行った。だが、高利はそういった者に対し、「お

前たちは商いの手が見えていない」と言ったという。松坂で金子を調達してもたかが知れている。わ

ずかな調達では、京都での多額の仕入れに役立つどころか、むしろ害になる。京都から伊勢参りに行く

際に松坂に泊まろうとする者は、松坂で身上の確かな者・不確かな者を問い合わせるだろう。松坂のよ

うな狭い地域で借りる100両は、京都で借りる5000両よりも外聞に関わるものだ、と伝えた。

売
掛
け
へ
の

対
応

売掛け（ツケ）がある客に

対しては、いかなる手段を

もってしてもツケを回収す

るか、それが難しければ思

い切って最初から損失とし

て計上してしまうことだ。

そうすれば、また買い物に

やってきて、いずれは得意

客となるだろう。

始末（倹約）を知らない商人はどれだけ商

いをしても、いつまでも一流にはなれな

い。武士が文武の両道を、商人が商いと始

末の両道を欠くようでは、鳥の翼の片方が

ないのと同じことである。

上々の商人は勘定なしに小遣いを使う。中の商人は勘定をして

小遣いを使う。下の商人も勘定なしに小遣いを使う。儲けた額

によって小遣いを決める中の商人に対し、上々の商人は儲けの多

少に関わらず必要なものにだけ使うようにしている。儲けを見

ながら出費をしているようでは、生涯立身などできないものだ。

商
人
と
し
て
立
身
す
る
た
め
の

「
両
道
」
と
は

外
は
厳
し
く
、

内
は
や
さ
し
く

小遣いの使い方で
分かる 

商人の器

仕入先で酒を出されても口

をつけてはならない。反対

に、商品を売りに来た者に対

してはこちらから酒を振舞

い、先方の商いの様子を聞き

取ること。

支出を銀10匁でも削減する

ことは、10倍の儲けを得るよ

りも確かでよろしいことだ。

一年・一日の

始まりを大切に

一年の商売の建は正月にある。一日の

計は朝六つ（午前6時頃）にある。商

売は一年・一日の始まりを大切にする

こと。片時でも商いの心を忘れてはな

らない。

商
い
の
コ
ツ

三井高治
『商売記』
（1722 年）
（三井文庫所蔵）

第 1 章　三井高利の生涯
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当
館
に
は
江
戸
時
代
よ
り
三
井
家

が
収
集
し
て
き
た
茶
道
具
や
絵
画
、漆

器
や
刀
剣
な
ど
の
工
芸
品
、能
面
・
能

装
束
な
ど
約
四
〇
〇
〇
点（
ほ
か
切
手

類
十
三
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は「
雪
松
図
屏
風
」「
志
野

茶
碗 

銘
卯う

の

花は
な

墻が
き

」
と
い
っ
た
国
宝
六

点
、重
要
文
化
財
七
五
点
、重
要
美
術

品
四
点
が
含
ま
れ
、三
井
家
代
々
当
主

と
各
時
代
を
代
表
す
る
芸
術
家
と
の

交
友
関
係
や
、後
援
者
と
し
て
数
多
の

芸
術
家
の
創
作
活
動
を
支
え
て
き
た

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
美
術
品
は
、時
に
文
書
以

上
に
三
井
家
の
こ
と
を
物
語
っ
て
く

れ
ま
す
。
例
え
ば
、三
井
高
利
が
愛
用

し
た
と
い
う
樂
家
三
代
・
道ど
う

入に
ゅ
うの

赤

楽
茶
碗（
上
写
真
）。
こ
の
茶
碗
か
ら

は
、商
売
ひ
と
筋
に
生
涯
を
歩
ん
だ
と

伝
わ
る
高
利
が
、茶
の
湯
も
嗜
ん
で
い

た
一
面
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
高
利

の
故
郷
で
あ
る
松
坂
は
、千
利
休
の
高

弟
で
あ
っ
た
蒲
生
氏
郷
が
築
い
た
こ

と
も
あ
り
、茶
の
湯
の
盛
ん
な
町
で
し

子
孫
子
孫
へ
受
け
継
が
れ
た

へ
受
け
継
が
れ
た
教
え
教
え

元
禄
七
年（
一
六
九
四
）
に
高
利
が
七
三
歳
で
没
す
る
と
、残
さ
れ
た
子
孫
た
ち
は

高
利
の
教
え
を
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
。
ま
ず
は
、高
利
の
言
動
を

最
も
近
い
と
こ
ろ
で
見
て
い
た
息
子
た
ち
の
取
り
組
み
を
見
て
み
よ
う
。

三
井
家
が
育
ん
だ

名
だ
た
る
文
人
墨
客
や
芸
術
家
と
交
流
し
、彼
ら
を
支
援
し
た
三
井
家
。

三
井
家
と
芸
術
家
た
ち
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

三
井
家
ゆ
か
り
の
美
術
品
を
所
蔵
展
示
す
る

三
井
記
念
美
術
館
の
学
芸
部
長
・
清
水
実
さ
ん
を
訪
ね
た
。

第 2 章

高利以降の三井家

芸
術
家
を
支
え
、
育
て
た

当
主
の
深
い
理
解

第 2 章　高利以降の三井家

三井記念美術館
参事・学芸部長

清水 実 さん
志野茶碗　銘卯

う の

花
は な

墻
が き

国 宝

桃山時代に作られ、志野焼随一
の名碗とも言われる逸品

三
男
高
治
は『
商
売
記
』（
Ｐ
16
）
と

い
っ
た
よ
う
に
、一
族
の
歴
史
や
事

業
の
方
針
、高
利
が
折
に
触
れ
て
言

い
残
し
た
教
え
な
ど
を
息
子
た
ち
が

ま
と
め
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、そ
の
集
大

成
と
も
い
え
る
の
が
、高
平
が
晩
年

に
記
し
た『
宗
竺
遺
書
』（
一
七
二
二

年
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は「
身
上
一
致

の
家
法
」「
兄
弟
一
致
の
家
法
」
を

は
じ
め
、一
族
が
心
を
一
つ
に
、身
を

慎
み
、上
下
和
し
て
家
業
に
励
む
べ

き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）に「
三
井
家
憲
」（
※
１
）

が
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
、三
井

の
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
。

　

八
代
将
軍
・
吉
宗
の
享
保
の
改
革
頃
、

江
戸
は
厳
し
い
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

高
利
は
死
去
す
る
数
カ
月
前
に
、

所
有
す
る
資
産
を
多
数
の
子
ど
も
達

に
ど
の
よ
う
に
割
り
振
る
か
、そ
の

比
率
を
遺
言
で
残
す
。
こ
れ
を
受
け
、

息
子
た
ち
は
長
兄
で
あ
る
高
平
に
宛

て
て「
一
札
」
と
い
う
誓
約
書
を
提
出

す
る
。
こ
れ
は
、高
利
の
没
後
は
兄
・

高
平
を
父
の
代
わ
り
と
仰
ぎ
、資
産
・

店
舗
を
分
割
す
る
こ
と
な
く
皆
の
共

有
と
し
、従
来
通
り
に
事
業
を
続
け

る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事

業
と
財
産
の
共
有
は
、そ
の
後
の
三

井
家
の
結
束
の
核
と
な
る
。

　

ま
た
、次
男
高
富
は『
高
富
草
案
』、

　大
商
人
が

次
々
と
没
落
し
て
い
く

中
、高
利
の
孫
に
あ
た
る
高
房（
高
平

の
子
）
は
奉
公
人
の
重
鎮
・
中
西

宗
助（
※
２
）
の
勧
め
に
よ
り『
町
人

考
見
録
』
を
記
し
た
。
こ
れ
は
、不

況
下
の
中
で
新
世
代
を
育
成
す
る
た

め
、約
五
〇
の
商
人
が
没
落
す
る
様
子

や
原
因
を
ま
と
め
た
も
の
。
こ
う
し

て
、高
利
の
教
え
を
子
孫
が
受
け
継

ぐ
と
共
に
、時
代
の
変
化
を
見
つ
め
、

慎
重
な
経
営
を
続
け
た
こ
と
で
、三

井
の
歴
史
は
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

高利（宗寿）が記した「宗寿居士古遺言（そうじゅこじこゆいごん）」。子ども達が財産を分割す
る比率のみが書かれている（三井文庫所蔵）

三井家に大切に保
管されていた『宗竺
遺書』（三井文庫所
蔵）。宗竺は、高平
が晩年に名乗った
法名である

※１　『宗竺遺書』に替わる三井家の最高規範として制定。
明治維新以降、日本にも個人主義を基本とする近代的な法制
度が整備される中、財産の共有を維持する内容となっている
※２　初期の重役として三井家を支えた。自らの進退を懸け
て新たな体制作りを提案し、三井家と奉公人の重鎮の合議に
よって経営方針を決定する最高機関「大元方（おおもとかた）」
誕生のきっかけを作った

高
利
の
教
え
を

書
に
遺
し
て
伝
え
継
ぐ

三
井
家
が
育
ん
だ
芸
術
文
化赤楽茶碗　銘再来

道入作。高利遺愛の茶碗と伝わる　
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を
支
援
。
後
に
玉
章
は
東
京
美
術
学

校
の
教
授
と
な
り
、川
端
画
学
校
を
開

く
な
ど
後
進
の
指
導
に
尽
力
し
ま
し

た
。
明
治
の
世
に
な
っ
て
以
降
も
三

井
家
が
芸
術
家
の
支
援
を
続
け
た
こ

と
は
、そ
の
後
の
日
本
文
化
の
発
展
に

決
し
て
小
さ
く
な
い
影
響
を
与
え
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

三
井
記
念
美
術
館
は
一
九
八
五
年

に
中
野
区
上
高
田
に「
三
井
文
庫
別

館
」
と
し
て
開
館
し
、二
〇
〇
五
年
に

日
本
橋
の
三
井
本
館
七
階
に
移
っ
て

き
ま
し
た
。
開
館
当
初
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
者
と
し
て
、高
利
が
開
い
た
越

後
屋
の
跡
地
に
建
つ
三
井
本
館
で
、三

井
家
ゆ
か
り
の
美
術
品
を
多
く
の
方

に
御
覧
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
意

義
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
館
は
二
〇
二
一
年
八
月
よ
り

八
カ
月
間
の
改
修
期
間
を
経
て
、

二
〇
二
二
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
全
室
の

空
調
を
一
新
し
た
他
、照
明
も
そ
れ
ぞ

三井記念美術館　
東京都中央区日本橋室町 2-1-1  
TEL 050-5541-8600（ハローダイヤル）
開　10：00 ～ 17：00  

※毎週金曜～ 19：00
     （入館は閉館 30 分前まで）
休　月曜
三越前駅・A7出口より徒歩１分

当
主
自
ら
が
嗜
む
こ
と
で
芸
術
へ
の

理
解
を
深
め
、こ
れ
ま
で
に
な
い
新

た
な
作
品
を
求
め
て
芸
術
家
の
創
作

意
欲
を
促
す
。
そ
う
い
っ
た
刺
激
的

な
交
流
の
中
で
、優
れ
た
芸
術
文
化

が
育
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
へ

と
移
り
変
わ
る
と
、欧
米
文
化
を
尊
重

す
る
気
風
が
高
ま
り
、そ
の
一
方
で
日

本
文
化
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
書
や
絵
画
、作
刀
ま
で
嗜

む
趣
味
人
で
あ
っ
た
八
代
・
高た
か

福よ
し

は
、

幼
少
期
に
奉
公
人
と
し
て
三
井
家
に

勤
め
て
い
た
日
本
画
家
・
川
端
玉
章

ゆ
か
り
の
地
・
日
本
橋
で

十
七
年
目
の
刷
新

後
援
者
と
し
て
そ
の
創
作
活
動
を
陰

に
日
向
に
支
え
ま
し
た
。
高
祐
は
応

挙
の
後
援
者
で
あ
り
な
が
ら
、彼
に

弟
子
入
り
し
て
自
ら
も
絵
を
深
く
学

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、高
祐
は

歴
代
当
主
の
中
で
も
一
番
の
茶
人
と

言
わ
れ
、高
祐
が
形
を
作
り
紀
州
藩

主
・
徳
川
治は
る

宝と
み

が
絵
を
描
い
た
茶
碗

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
代
・
高た
か

就な
り

は
自
身
も
玄
人
は
だ
し
の
絵
を
描
い

た
他
、頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

を
は
じ
め
と
す
る
文

人
墨
客
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
一

言
に「
芸
術
家
の
支
援
」
と
言
っ
て
も
、

単
に
お
金
だ
け
を
出
す
の
で
は
な
く
、

れ
の
展
示
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
特
注

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
。
こ
れ
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
以
上
に
展
示
す
る
作
品
に
合

わ
せ
た
調
光
が
可
能
に
な
り
、よ
り
本

来
の
美
し
さ
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
第
二
段

と
な
る
企
画
展「
茶
の
湯
の
陶
磁
器 

“
景
色
”
を
愛
で
る
」
で
は
、高
利
が

愛
用
し
た
茶
碗
と
し
て
た
だ
一
つ
伝

わ
っ
て
い
る「
赤
楽
茶
碗 

銘
再
来
」
を

は
じ
め
、国
宝「
志
野
茶
碗 

銘
卯
花
墻
」

な
ど
、数
々
の
名
物
を
展
示
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
茶
道
具
の

展
示
は
、当
館
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機

会
。
三
井
高
利
生
誕
四
〇
〇
年
を
迎
え

る
二
〇
二
二
年
、ぜ
ひ
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
当
館
で
三
井
家
ゆ
か
り
の

美
術
品
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

※千利休に端を発する三千家に出入りする 10 の職家。茶碗師、
釡師、塗師、指物師、金物師、袋師、表具師、一閑張（いっかんばり）
細工師、竹細工・柄杓師、土風炉・焼物師の 10 家が、現在までそ
の技を受け継いでいる

川端玉章筆。冬の雪景色と梅の咲き誇る春を対にした

東閣観梅・雪山楼閣図

た
。
ま
た
、三
井
家
に
と
っ
て
は
領
主

に
あ
た
る
紀
州
徳
川
家
が
表
千
家
流

の
茶
道
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、三

井
家
は
表
千
家
流
を
学
び
、毎
年
一
族

が
集
ま
る
会
食
の
席
で
こ
の
茶
碗
で

濃
茶
を
点た

て
た
と
い
い
ま
す
。

　

高
利
は
晩
年
松
坂
か
ら
京
都
に
居

を
移
し
、以
降
三
井
十
一
家
の
う
ち
九

家
が
京
都
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
江え

戸ど

店だ
な

持
ち
京

き
ょ
う

商あ
き

人ん
ど

」
と
な
っ

た
三
井
家
に
と
っ
て
茶
の
湯
は
、公

家
や
大
名
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
う
え
で
、よ
り
一
層
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
高
利
の

長
男
・
高
平
の
晩
年
、享
保
・
元
文
年

間（
一
七
一
六
～
一
七
四
一
）
頃
に
は
、

家
業
の
呉
服
業
・
金
融
業
と
も
に
大

き
く
成
長
。
茶
碗
師
の
樂
家
を
は
じ

め
と
す
る「
千
家
十
職
」（
※
）
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、襖
絵
や
屏
風
、掛

け
軸
を
描
く
絵
師
ら
と
も
交
流
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、寺
社
へ
の
寄

進
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、三
井
家
の
総
領
家
で
あ
る

北
家
四
代
・
高た
か

美は
る

は
関
西
の
寺
院
や

神
社
に
多
額
の
寄
進
を
行
い
、五
代
・

高
清
、六
代
・
高た
か

祐す
け

は
円
山
応
挙
の

円山応挙の作品の中でも唯一国宝に指定されている「雪松図屏風」。三井家による特注品と考えられている

雪
松
図
屏
風

国 

宝
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時
代
の
変
革
期
を
乗
り
越
え
て

一
六
七
三
年
の
越
後
屋
開
業
か
ら
約
三
五
〇
年
。
幕
末
の
戊
辰
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
、

そ
し
て
財
閥
解
体
と
現
在
ま
で
多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、主
に
近
代
の
三
井
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、そ
の
歩
み
を
振
り
返
ろ
う
。

呉
服
業
の
売
上
げ
は
低
迷
、金
融
業

で
も
支
店
で
は
欠
損
が
出
る
中
、さ

ら
に
幕
府
や
大
名
か
ら
は
多
額
の
御

用
金
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
頃
の
三

井
の
台
所
は
大
い
に
苦
し
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、三
井
は
勘
定
奉
行
・
小

栗
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い

た
三
野
村
利
左
衛
門
に
御
用
金
の
減

額
工
作
を
依
頼
。
見
事
成
功
し
た
三

野
村
を
登
用
し
、公
金
の
取
り
扱
い

と
い
う
重
要
な
役
割
を
任
せ
る
。
そ

の
後
、三
野
村
は
金
融
部
門
を
支
え
、

三
井
の
大
番
頭
と
し
て
力
を
振
る
っ

た
。
当
時
、外
部
か
ら
の
中
途
採
用

は
異
例
中
の
異
例
で
あ
り
、三
野
村

を
見
出
し
た
見
識
の
高
さ
が
窺
え
る
。

　

幕
府
と
新
政
府
、仮
に
負
け
た
方

だ
。
明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）、京

都
分
店
で
取
り
付
け
騒
ぎ
が
起
こ
る

中
、慶
應
義
塾
を
卒
業
し
た
福
沢
諭

吉
の
甥
・
中な

か
み上

川が
わ

彦
次
郎（
当
時
は

山
陽
鉄
道
社
長
）
を
理
事
に
就
け
る
。

中
上
川
は
三
井
銀
行
の
改
革
と
不
良

債
権
処
理
に
邁
進
。
奉
公
人
が
中
心

だ
っ
た
経
営
体
制
に
、有
能
な
人
材

を
引
き
入
れ
る
と
共
に
、官
金
を
取

り
扱
う
分
店
を
閉
鎖
し
て
明
治
政
府

と
の
癒
着
を
一
掃
。
財
務
体
質
の
改

善
を
図
る
。
ま
た
、王
子
製
紙（
現
王

子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、日
本
製
紙
）

や
芝
浦
製
作
所（
現
東
芝
）、富
岡
製

糸
所
な
ど
を
傘
下
に
加
え
て
い
っ
た
。

　

明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）
に
は
三

池
炭
鉱（
福
岡
県
大
牟
田
市
ほ
か
）
が

払
い
下
げ
ら
れ
、組
織
改
編
を
経
て
同

四
四
年
に
三
井
鉱
山
が
誕
生
。
こ
の
払

い
下
げ
時
に
入
社
し
た
の
が
、の
ち
に

北
家
十
代
・
高た

か

棟み
ね

と
共
に
三
井
の
経
営

を
担
っ
た
団
琢
磨
で
あ
る
。
日
本
屈
指

の
採
炭
量
を
誇
る
三
池
炭
鉱
は「
三
井

の
ド
ル
箱
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
ま

た
、三
井
は
石
炭
を
活
用
す
る
化
学
工

業
へ
も
進
出
し
、こ
れ
が
現
在
の
三
井

化
学
や
デ
ン
カ
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　

他
方
、旧
三
井
物
産
は
益
田
の
引

　

幕
末
に
な
る
と
、三
井
も
動
乱
の

渦
に
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

で「
旧
三
井
物
産
」（
※
）
も
設
立
す

る
。
先
収
会
社
の
経
営
を
担
っ
て
い

た
益
田
孝
は
三
野
村
が
口
説
き
落
と

し
た
。
益
田
は
わ
ず
か
職
員
十
六
名

で
始
ま
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
旧

三
井
物
産
を
、世
界
を
股
に
か
け
る
商

社
へ
と
育
て
上
げ
た
。

　

だ
が
、再
び
試
練
が
訪
れ
る
。
明

治
十
五
年（
一
八
八
二
）、日
本
銀
行

が
設
立
さ
れ
、官
金
の
取
り
扱
い
を

重
要
な
資
金
源
と
し
て
い
た
三
井
銀

行
の
経
営
は
一
気
に
悪
化
し
た
の

に
付
け
ば
、三
井
も
運
命
を
共
に
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、幕
府
と

の
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
も
新
政
府

に
も
接
近
。
薩
摩
藩
の
御
用
達
と
な

り
、江
戸
進
軍
の
際
の
兵
糧
や
軍
資

金
の
調
達
に
も
尽
力
。
維
新
後
も
財

政
面
で
脆
弱
な
新
政
府
を
支
え
た
。

　

金
融
事
業
で
は
新
政
府
の
財
政
面

を
司
る
井
上
馨か

お
る、渋
沢
栄
一
ら
の
推
進

す
る
日
本
初
の
国
立
銀
行
の
設
立
に

も
協
力
。
こ
う
し
て
、明
治
六
年
に
は

「
第
一
国
立
銀
行
」
が
誕
生
し
た
。
単

独
で
の
銀
行
設
立
を
目
指
し
た
三
井

は
、そ
の
三
年
後
、日
本
初
の
私
立
銀

行「
三
井
銀
行
」
を
開
設
。
ま
た
、同

じ
年
に
井
上
ら
が
立
ち
上
げ
た
貿
易

会
社「
先
収
会
社
」
を
引
き
継
ぐ
形

退
後
も
、東
洋
レ
ー
ヨ
ン（
現
東
レ
）、

日
本
製
粉（
現
ニ
ッ
プ
ン
）、日
本
製

鋼
所
、三
機
工
業
、小
野
田
セ
メ
ン
ト

（
現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）、三
井
造
船

（
現
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
）、三
井
船
舶（
現
商

船
三
井
）
な
ど
、多
く
の
傘
下
会
社

に
投
資
し
て
産
業
育
成
に
注
力
す
る
。

　

こ
う
し
て
、数
多
く
の
人
材
を
輩

出
し
な
が
ら
、銀
行
・
物
産
・
鉱
山
を

基
軸
に
日
本
最
大
の
財
閥
と
な
っ
た

三
井
。
戦
後
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
施
策
に
よ

り
三
井
財
閥
は
解
体
、旧
三
井
物
産

も
解
散
す
る
こ
と
と
な
る
が
、そ
の

後
も
三
井
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
は

様
々
な
形
で
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
現

在
ま
で
そ
の
繋
が
り
は
続
い
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る「
三
井
広
報
委
員
会
」
で
あ
る
。

時
代
は
江
戸
か
ら
明
治
へ

銀
行
、
そ
し
て
商
社
の
誕
生

時
代
に
名
を
刻
む
経
営
者

「
人
の
三
井
」
と
呼
ば
れ
て

※旧三井物産は、戦後 GHQ により解散させられたが、1959 年に旧三井物産系の企業が結集。現三井物産が誕生した

明治 7 年（1874）、旧呉服店の跡地に竣工した通称「駿河町三
井組ハウス」。その 2 年後、ここで三井銀行が開業した

大正 15 年（1926）、旧三井物産の支店長会議の際に、三井北
家の大書院前で撮影された一枚。前列中央は 10 代・高棟

国の重要文化財に指定されている三井本館は昭
和 4 年（1929）に竣工。理事長・団琢磨は耐震
性・耐火性に優れた設計を依頼したという

出羽国藩士であった実父は利左
衛門が幼少期に出奔して浪人
に。共に諸国を放浪した。25
歳で砂糖や油を扱う神田の商
家に婿入り。苦労の末に財を
成し、両替商の株を買い入れ
た。小栗上野介のもとに両替商
として出入りしていたことが縁
となり、三井に雇い入れられる。

三野村 利左衛門
（1821-1877）

豊前中津藩士の家に生まれる。
母親は福沢諭吉の姉。慶應義
塾を卒業後、工務省を経て、福
沢と共に『時事新報』を創刊。
三井銀行入社後は指導力を発
揮する一方、三井の中枢部に位
置。資金力を背景に、工業会社
への投資を積極的に行った。

中
な か み

上川
が わ

 彦次郎
（1854-1901）

14 歳で黒田家より海外留学生
に選抜され渡米。マサチュー
セッツ工科大学鉱山学科を卒
業。帰国後は教員を経て、工務
省に入る。明治 22 年、三池炭
礦社の事務長に。技術者・経
営者として活躍する。のちに
三井合名会社理事長として三
井の事業を主導していく。

団 琢磨
（1858-1932）

佐渡の役人の家に生まれ、文久
3 年（1863）に幕府遣仏使節に
従者として随行。のちに井上
馨の勧めで大蔵省に入るが、井
上の下野に伴って辞職。井上
と共に先収会社を創立し、経営
の実際を担った。その後、旧三
井物産を世界的商社に育て上
げ、三井全体のリーダーとなる。

益田 孝
（1848-1938）

第 2 章　高利以降の三井家
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た『
兼
高
か
お
る
世
界
の
旅
』（
Ｔ
Ｂ

Ｓ
、一
九
五
九
～
一
九
九
〇
）
は
当
時

の
日
本
人
に
馴
染
み
の
な
か
っ
た
世

界
各
地
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
。
ま

た
、日
本
文
化
を
海
外
に
発
信
し
、世

界
各
国
の
演
劇
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
を
日
本
に
招
く
な
ど
、文
化

活
動
を
通
じ
た
国
際
交
流
に
も
注
力

し
て
き
た
。
近
年
で
は
、日
本
の
伝
統

工
芸
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を

顕
彰
す
る「
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
匠
賞
」

を
二
〇
一
五
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

委
員
会
創
立
五
〇
年
を
迎
え
、委
員

長
の
小
野
澤
康
夫
さ
ん
は「
様
々
な
社

会
環
境
や
経
済
環
境
の
変
化
が
あ
っ

た
中
、活
動
を
続
け
て
き
た
の
は
大
変

な
こ
と
で
、こ
の
節
目
に
委
員
長
を
務

め
て
い
る
こ
と
は
光
栄
で
す
。
子
ど
も

の
頃
、『
兼
高
か
お
る
世
界
の
旅
』
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、世
界
に
向
け
て
目
が

開
か
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
当

時
か
ら
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
を

世
の
中
に
提
供
し
て
い
る
の
は
今
も

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、現
在
、当
会
で
は

『
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ラ
ブ
賞
』
や
、

『
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
匠
賞
』
な
ど
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両
賞
の
式
典

に
参
加
し
、受
賞
者
や
関
係
者
、業
界
の

方
々
に
と
っ
て
名
誉
な
賞
だ
と
思
っ

て
い
た
だ
け
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
賞
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
落
と
す
こ
と
な
く
、こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。

人
を
讃
え
、人
を
潤
し
、人
の
力
に
。

三
井
グ
ル
ー
プ
企
業
二
四
社
が
、個
々
で
は
な
し
え
な
い
ス
ケ
ー
ル
と
内
容
の
取
り
組
み
で

社
会
の
繁
栄
と
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
指
針
と
し
て
連
携
、発
足
し
た
三
井
広
報
委
員
会
。

こ
こ
で
は
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、代
表
的
な
活
動
を
紹
介
し
よ
う
。

右／ 1998 年、国際的な文化交流への貢献が評価され、外
務大臣表彰を受ける　左／三井広報委員会の委員長を務
める、三井不動産株式会社・代表取締役の小野澤康夫さん

上／山本投手にトロフィーを
渡す小野澤委員長　左下／特
別ゲストとして来場した王会
長　右下／金色の革を使った
特製のグラブ型トロフィー

上／当日登壇した受賞者の
皆さん　下／モストポピュ
ラー賞に選ばれた九谷焼作
家・宮本雅夫さん。職人
としての技術だけでなく、
リーダーとして産地をけん
引している

　

一
九
六
一
年
元
日
、国
内
外
に
向

け
共
同
で
広
告
宣
伝
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
三
井
グ
ル
ー
プ
八
社
で
発
足

し
た
三さ

ん

広こ
う

会か
い

が
発
展
的
解
消
を
遂
げ
、

三
井
広
報
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
の

は
一
九
七
二
年
の
こ
と
。
同
年
に
は
、

プ
ロ
野
球
の
中
で
も
光
の
当
た
り
づ

ら
か
っ
た
守
備
の
名
手
を
表
彰
す
る

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
グ
ラ
ブ
賞
」
が
制

定
。
一
九
八
六
年
に
三
井
広
報
委
員

会
が
提
供
を
引
き
継
ぎ
、「
三
井
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
グ
ラ
ブ
賞
」
と
改
称
し
て

現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

三
広
会
時
代
か
ら
提
供
し
て
い

豊
か
な
文
化
を
見
つ
め
、育
み
、

発
信
し
て
五
〇
年

野
球
界
を
変
え
た
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
表
彰

式
に
は
初
受
賞
と
な
る
柳
裕
也
投
手

（
中
日
）
や
山
本
由
伸
投
手（
オ
リ
ッ
ク

ス
）
を
は
じ
め
六
人
の
選
手
が
出
席
。

ま
た
、過
去
三
度
以
上
受
賞
し
た
選
手

の
中
か
ら
歴
代
最
強
守
備
陣
を
フ
ァ

ン
投
票
で
選
ぶ「
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

グ
ラ
ブ 

レ
ジ
ェ
ン
ズ
」
も
実
施
。
王

会
長
や
イ
チ
ロ
ー
氏
、桑
田
真
澄
氏
な

ど
往
年
の
名
選
手
が
名
を
連
ね
、日
本

球
界
と
歩
ん
だ
同
賞
の
歴
史
を
改
め

て
思
い
起
こ
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
十
二
月
、三
井
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
グ
ラ
ブ
賞
の
第
五
〇
回
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
た
。
過
去
に
九
度
の

受
賞
歴
を
持
つ
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
王
貞
治
会
長
は「
こ
の
賞

が
で
き
た
こ
と
で
、選
手
や
チ
ー
ム
の

守
備
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。
三
井

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ラ
ブ
賞
が
日
本
の

三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ラ
ブ
賞

球
界
と
歩
ん
だ
五
〇
年

レ
ジ
ェ
ン
ド
が
祝
福

三井広報委員会
創立 50 年

三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
匠
賞

日
本
が
誇
る
伝
統
工
芸
を

未
来
へ
繋
ぐ
た
め
に

　

日
本
の
伝
統
を
継
承
し
、未
来
に

繋
げ
る
取
り
組
み
を
顕
彰
す
る「
三

井
ゴ
ー
ル
デ
ン
匠
賞
」。
四
度
目
と

な
る
贈
賞
式
が
二
〇
二
二
年
三
月
に

行
わ
れ
た
。

　

過
去
最
多
と
な
る
応
募
者
の
中
に

は
、持
続
可
能
な
素
材
の
開
発
や
ウ
ェ

ブ
の
活
用
な
ど
、従
来
の
伝
統
工
芸

の
枠
組
み
を
超
え
た
先
進
的
な
取
り

組
み
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
伝

統
工
芸
が
持
つ
可
能
性
や
創
造
性
に

光
を
当
て
、広
く
世
に
知
ら
し
め
る

こ
と
は
、日
本
の
も
の
づ
く
り
に
と
っ

て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

当
日
は
匠
賞
五
組
、審
査
員
特
別

賞
二
組
、奨
励
賞
二
組
の
受
賞
者
を

表
彰
。
ま
た
、匠
賞
受
賞
者
の
う
ち
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投
票
で
最

多
得
票
を
集
め
た
モ
ス
ト
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
賞
に
は
、九
谷
焼
の
伝
統
工
芸

士
・
宮
本
雅
夫
氏
が
選
ば
れ
た
。
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三機工業
新日本空調
三井住友建設
サッポロビール

東レ
王子ホールディングス

デンカ
三井化学
日本製鋼所
三井金属

東洋エンジニアリング
三井E＆Sホールディングス

商船三井
三井物産

三越伊勢丹ホールディングス
三井住友海上
三井住友銀行

三井住友ファイナンス＆リース
ＪＡ三井リース
大樹生命

三井住友トラスト・ホールディングス
三井不動産

三井倉庫ホールディングス
エームサービス


